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研究成果の概要（和文）：日本近世において当時の現代語である中国白話の世界がいかに受容されたか、という問題意
識のもと、1年目は文献の収集と分析を行った。中間報告を兼ねて2年目の2012年8月27日～28日、中国ハルピン工業大
学において「日本文学の中の外国文学、外国文学としての日本文学」と題して中国人研究者とともに国際シンポジウム
を実施、『陰隲録』を始めとする諸作品について活発に討議し、新たな視野を獲得した。
更に研究を進め、『雨月物語』「吉備津の釜」の「呪符」の表現は近世初期に渡来した明僧が日本にもたらした道教の
霊符を踏まえたものという仮説に至り、研究代表者が日本近世文学会において口頭発表、投稿論文が学会誌に掲載され
た。

研究成果の概要（英文）：On the first year, we collected the materials and these and analyzed them each oth
er, having the awareness of the preblems involved about how people in Edo period accepted the Chinese cult
ure in the Ming and Qing Dynasty.On the second year, we had the symposium and held discussions about "Insh
itsu-roku" and the other topics with Japanese and Chinese researchers at the Harbin Institute of Technolog
y on 27th-28th August 2012.Through this symposiumu, we got the new field of vision about the Taoism in Jap
an in Edo period.On the last year, the representative of this research presented the result of the analysi
s about "Ugetsu-monogatari" and Taoism at the academic conference (the Academic Society on Japanese litera
ture in Edo period), and the thesis was accepted and published in the journal.
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１．研究開始当初の背景 
 
日本近世（江戸時代）文芸の中に当時の現代
中国語である中国白話文芸の影響の大きい
ことは周知の事実である。また近年、より広
く中国白話を捉え、倫理道徳を説く善書や百
科事典的な性格を持つ日用類書といった、文
芸性が比較的希薄とされてきた実用書から
も多大な影響を受けていることが指摘され
ている。たとえば浄土宗の忍澂、曹洞宗の心
越という二人の僧侶は『陰隲録（いんしつろ
く）』や『功過自知録（こうかじちろく）』と
いった善書を刊行しているが、彼らは単に善
書を刊行したのみならず、これを積極的に受
容し、かつ布教に利用していることなどが明
らかとなってきた。このような実態から、「陰
隲」の教えが一般にも深く浸透して、庶民の
日常における道徳理念がそれと自覚されな
いままに規定されていったのではないか、と
いうテーマが浮上してきた。 
 
 
２．研究の目的 
 
「陰隲」とはわかりやすく言えば、「人の行
いの善し悪しは天が見ている」という教えで
ある。この概念規定は、道教に独特に現れる
ものであるにも関わらず、その教えが日本の
神道・仏教とも微妙に通底するがために受け
入れられた思想である。ゆえに、陰隲をおも
に説く「陰隲文」「陰隲録」は多様な受容形
式を見せながら本邦の諸文芸に取り込まれ
ていく。一方では、本邦には受け入れがたい
ものはまさに「外来」思想として排除の方向
性を内包しながら、それでもその考え方自体
は身近なものとして享受されてきたのであ
る。 
 この実態が単なる近世期において完結し
ているのではなく、現代においてもきわめて
大きな影響力を有しているが故に、この実態
の解明は喫緊に求められていると考えてい
る。これがすなわち、本事業がこの解明を目
的とする所以である。 
 
 
３．研究の方法 
 
研究の遂行に当たっては、研究代表者、分担
者、連携者が各自、主に次の三つの方法で研
究を推進した。 
（１）文献の調査・収集 
（２）資料の調査・収集 
（３）実地調査 
また、研究会の開催、メールでの会議等の手
段を用いてそれぞれの成果を発表、問題点を
明確化して共有し、その後の各自の研究に生
かすこととした。 
二年目には中国における国際シンポジウム
の開催を企画、中間報告の場とし、中国人研
究者や学生とも交流、ここでの討議を通じて

明らかになった問題点をその後の研究に反
映させることによって、研究の深化を図るこ
とを目指した。 
さらに、三年目には、それまでの研究から導
き出された成果を広く世に問うため、学会に
おいて研究発表を行うこととした。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）研究開始に当たって 
研究を推進するに当たり、まず 2011 年 6 月
10日、駒澤大学会館246において会議を開催、
研究代表者、分担者、連携者の全員、および
助力者として申英蘭が参加し、研究会および
打合せを行った。研究会においては、近衞典
子が「陰隲文の諸本について」、福田安典が
「庚申について」というタイトルで研究報告
を行って今後の研究の方向性を示し、これに
基づいて各研究者の分担を決定、各自がそれ
ぞれの問題意識に基づいて研究を推進する
ことを確認した。また、会議後、駒澤大学禅
文化歴史博物館において本研究と関連性の
深いテーマでセミナーが行われたので（「紙
銭の世界」16：30～18：00）、全員で参加・
聴講し、中国文化への理解を深めた。 
 
（２）資料の収集 
善書を含む中国白話文芸の関連資料として、
『和漢陰隲伝』『和語陰隲文絵抄』『文昌帝君
陰隲文』『陰隲文図註』『鎮宅亀蛇拓本』『鎮
宅霊符』『夢合判断大成』『諸夢吉凶和語抄』
等、多くの資料を取得。さらに、これらに関
連する文献を収集・読解し、また作品そのも
のを分析することを通じて、当該研究課題の
推進に必要な知識を獲得した。 
 
（３）国際シンポジウムの開催 
当初の企画通り、本研究二年目の 2012 年 8
月 27 日～28 日に中国のハルピン工業大学に
おいて、国際シンポジウム「日本文学の中の
外国文学、外国文学としての日本文学」及び
研究発表会、交流会を開催した。公開シンポ
ジウムにおいては、研究代表者・研究分担者
による以下のような基調発表を行った。近衞
典子「『雨月物語』と善書」、川上陽介「『陰
隲録』とその周辺」、田中則雄「大江文坡の
教訓思想と文芸」、福田安典「陰隲文享受の
一様相―高崎庚申寺刊『庚申祭式』を読む―」。
これを受けて活発な討議が行われた。この討
議を通じて、我々科研メンバーは従来の研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



に欠けていた新たな視点に気付くことがで
き、大変有意義であった。 
さらに国際交流という観点から言えば、この
討議が、双方の研究者が自国文化を振り返る
良い機会になったと考える。たとえば、庚申
塔や庚申塚は現在でも日本各地に残存し、日
本近世期の庶民の日常に根ざした信仰の姿
を知るよすがとなっているが、この庚申塔が
本来は中国由来であるにも関わらず、会場の
中国人研究者や学生にはそのことがほとん
ど認識されていないという事実が浮き彫り
になった。このシンポジウムが、日中双方の
研究者が相手の文化を理解し尊重しつつ、改
めて自国文化を振り返る契機になったとし
たら、望外の喜びである。 
 
（４）現地調査 
ハルピンでのシンポジウムを通して、日本に
おける道教の影響が従来考えられている以
上に大きいのではないか、という新たな視点
を得ることができた。そこで、帰国後にはお
もに、日本近世期に中国から渡来した禅僧ゆ
かりの地や、近世の町人たちが信仰したと思
われる鎮宅霊符社などを現地踏査し、当時の
道教の流布の一端を調査した。具体的には、
後水尾院が開き千呆性侒が住持したという
閑臥庵（京都市）、水戸徳川家に仕えた曹洞
宗の僧侶、東皐心越ゆかりの祇園寺（茨城県
水戸市）及び達磨寺（群馬県高崎市）、大阪
の中心地にあり霊符社も現存する大阪天満
宮、江戸当時は千日前にあって奇瑞を見せた
という自安寺、現在でも鎮宅霊符社を祀って
いる星田妙見社（大阪府交野市）、江戸中期
以降に妙見信仰で賑わった能勢妙見山（大阪
府豊能郡）、江戸期から数年に一度の開帳時
に朱符を授与している川崎大師（神奈川県川
崎市）などである。また日本の道教を相対的
に把握するために、韓国ソウル特別市の関帝
廟、台湾の娘々廟なども数カ所調査した。 
 
（５）学会における成果の公表 
ハルピンでの国際シンポジウムにおいて新
たな問題点が明確になったため、特に近世の
占いに着目して研究を重ね、研究代表者が
2013 年 6月 2日、東京学芸大学（東京都三鷹
市）で開催された日本近世文学会春季大会に
おいて、「磯良の襲撃とまじない―『雨月物
語』の当代性―」というタイトルで研究発表
を行った。さらにこの内容をまとめ投稿した
論文が採用され、日本近世文学会の学会誌
『近世文藝』第 99号（2014年 1月）に「『雨
月物語』の当代性―夢占と鎮宅霊符―」とし
て掲載された。 
 
以上、大きく5点について成果をまとめたが、
本研究は当初の目的を十分に果たしたのみ
ならず、日本近世期における文学と道教との
関係という新たな地平を切り開いたと自負
している。今後もさらに研究を重ねていきた
いと考えている。 
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